











































































































写真 1 どんな時に花を贈るのかをみんなで考えた 
写真 2 講師の先生から花材のことを教えてもらった 
写真 3 贈る相手をイメージして 
それぞれにアレンジメントを作った 
写真 4 シマウタのいろいろな話を聞いた 
写真 5 地域実習に来ていた大正大学の 
学生たちも一緒に参加 
写真 6 六調をみんなで踊った 
【地域支局通信】 
 11 月に開催された「アナウンサーのおしごと」
では、鹿児島より南日本放送のアナウンサーをお
二方お招きし、子どもたちに本物のアナウンサー
と触れあってもらう機会を作ることができた。テ
レビで実際に見るアナウンサーを目の前にして緊
張している子どもたちもいたが、テレビカメラの
前で原稿読みをする体験はなかなかできることで
はないので、貴重な思い出になったのではないか
と思う。 
 
 講師のほとんどは地元の方々にお願いしていた。
どの講師の方も、「奄美は離島なので不便だと思う
こともあるかもしれないし、都会のほうがキラキ
ラして楽しそうに見えるかもしれない。だけど、
私たちの住む奄美はどこにも負けないくらい素晴
らしい島である」ということを伝えてくださった。
自分たちの住む地域のすばらしさや、そこで働く
人たちのすばらしさ、将来の夢など、色々なこと
をこの『子ども学』で感じてもらえたのではない
かと思う。 
 2019 年度は募集期間が２週間と短い期間だっ
たにもかかわらず、前年度よりも早く定員に達し
ていた。また周りの方々からも『参加したかった』
との声をいただいたこともあり、より『こども学』
に注目していただいているのではないかと思って
いる。講座が始まって数か月した頃、とある行政
機関の方から「とてもいい講座だと聞いている」
という言葉も頂いた。認知度も確実に上がってい
るように思う。 
 
 また、奄美支局では「なぜまち商店街」の活動
にも積極的に参加させていただいている。夏・秋
に開催されるお祭りや、歳末大売り出し・初商い
での振る舞いイベントなど、商店街の皆様と地域
活性化に取り組んでいる。また地域の皆様ともさ
らに輪を広げていけるように活動していきたい。
子どもたちがあそびに立ち寄ってくれる機会がと
ても増えたので、今後もさらにそうした子どもた
ちのための環境を整えていきたいと考えている。 
 
以上 
